母子健康手帳を活用した授業実践―保育科学生が母子健康手帳を介した家族との会話から得たもの― by 芝田 郁子


































































































　研究の対象者は 2019 年度短期大学入学の保育科 1年生である。その人数は後期科目「乳
児保育Ⅱ」を履修した 4クラスの学生 141 名中、課題提出者の 131 名である。乳児保育は
理論編の「乳児保育Ⅰ」と実践編の「乳児保育Ⅱ」に分かれており、理論編の「乳児保育Ⅰ」
は前期に終了している。「乳児保育Ⅱ」は演習科目であり、1クラス 30 数名の学生に対し









































































































































































いたそうです。6～ 7か月頃にはマンマと言うようになったそうです。9～ 10 か月頃はハ
イハイをしだし立てるようになったそうです。また、バイバイやパチパチと手を使った動

















































































































































































































　秋草学園短期大学　紀要 36 号　ｐ 117-128
・青木美菜子、粕谷和美、藤巻わかえ（2009）母子健康手帳の積極的活用にむけて−保護
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*Nagoya Ryujo Junior College
Class Practice Using the Mother and Child Health Handbook:
What Childcare Science Students Got from Conversations with Their 
Families through the Mother and Child Health Handbook
Shibata, Yuko*
キーワード：母子健康手帳，命の尊さ，保育者の自覚，妊娠・出産・子育て，保護者理解　
　保育者は命を守り、健やかな発育・発達（育ち）を支援する役割を担うもので
あるが、保育者が守るという命の尊さを保育科の学生が何をもって実感できるの
だろうか。それは、自分自身の母親（家族）から親としての思いに触れることだ
と考えた。そして、学生に、母子健康手帳を見ながら誕生前後について母親（家
族）と会話をしてもらった。本研究の目的は母親の妊娠・出産・育児のエピソー
ドから何を学生が学んだかを知り、保育の出発点である命の尊厳を意識できたか、
保護者の子どもへの思いが理解できたかを見ることである。
　結果、学生が書いている妊娠・出産・子育てのエピソードの文面からは、面白
かった、嬉しかった、感動した、驚いた、感謝の気持ちを持った、愛情を感じた
などの表現が随所に見られ、非常に心が動く時間を持ったことが読みとれた。母
親は大切な話をきちんと娘に伝えようとしていることがわかった。
　今回、対象者とした１３１名の全ての学生が家族から愛されているという気づ
きや感謝を言葉にしていた。学生は母親が妊娠・出産を乗り越え、子どもの命の
尊さを知り、命を大切に思い、子育てを懸命にしていることを感じ取り、命を大
切に思う気持ちが強まったことがわかった。
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